
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、先月おこなった「なべっこ発表会」への保護者 

感想に次のように書いてくださった方がいらっしゃいました。 

※･･･（略）なべっこの「大きい声を出せない」「自分から･･･が難しい」「アドリブが難しい」

といった傾向が全く感じられない発表でした。･･･（略） 

※･･･（略）子どもたちの大きい声に驚き、それぞれ個性を活かした発表会でした。･（略） 

なべっこ発表会は、表現力向上の中間成果発表会と位置づけていましたが、保護者や地域

の方々に子どもたちの成長を認めていただき、教職員一同感謝しております。 

子どもの成長は、保護者・家族の皆様、地域の皆様にとって大きな喜びです。そのことを

胸に刻み込み、今後も子どもたちの成長を保障する学校づくりをしていきます。 

それが我々教職員の使命です。 

 

○な かよく ○べ んきょう  

○やるき ○まっしぐら  
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「声」 
 

 

 

かけがえのない自分。誰もがもっている自分の言葉。 

その自分が考えたり思ったりすることを声を通して、表現していく。

それは表現方法の 1つです。学校の根幹は、毎日の授業。その授業で、

表現力向上をこれからもめざしていきます。 

私が授業での表現力向上をめざすときに、こだわることは、「全員参

加」かつ「今度は、自分が言うために聞く姿勢」です。 

このことに指導を加え、３月２２日修了式の日まで、子どもたちの表

現力向上を図っていきます。 

 小規模校という環境を強みとして活かし、毎時間全員発表（うなず

き、つぶやき含む）をめざし、授業１時間あたりの子どもの声の運動量

を増やしていきます。 

 

 

今年度めざすは、子どもたちの表現力向上。 

そのために必要なものの 1つ。それは、「声」 

自分はどう考えるか、それを声を通して伝え、友だちとかかわってほしい。 

それがあって、学びを深めることにつながるから。 

授業の中での意思表示としての声 賛成の声 反対の声  

ときには友だちのまちがいへの指摘もある、だから一緒に考えよう！としての声  

すごい！友だちを認める声 自分の気持ちを表現する人間がもつ道具の１つ「声」 

声を出して、「自分の力を積み重ねていこう」１１月２８日（水）全校朝礼での話より 

 

 

 

よいものをめざし、声を出し

て錬り合う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の力を積み重ねていこう。

ひとつひとつ １時間１時間 １日１日・・・① 

   
 

 

１２月４日（火）から１月末まで 

業間縄跳びをします。 

１２月１２日（水）人権集会を行いました。 

てそのこつを学んでいきます。持久跳びのほかに、二重跳び、あや跳び、交差跳びとできるようになった技も

見せてくれます。 

 子どもたちの「見て見て」＝「できたよ！見て＝ほめて！認めて！」の代表格言葉です。できるだけ、子ど

もたち一人一人の「見て見て」に応えていきたいと思います。 

このように「人間って素晴らしい、子どもって素晴らしい。」と思うことが、学校には随所で見られます。 

いろいろなことを一生懸命取り組む子どもたちに、感動する日々です。 

 

ねらい：冬季の体力増進・持久力

を養うため 

子どもたちは、週４日業間休憩時

に体育館に集まり、３分間持久跳

びを行っています。その成果発表

は、２月６日（水）一日フリー公

開日において披露します。持久跳

びができるためには、どうしたら

いいか、上手な友だちを手本にし 
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１２月４日（火）~１０日（月）の全国人権週間を受け、本校でも、人権週間を設け、人権尊重の教育活動につ

いて、重点的に取り組みました。「安心・安全な学校」づくりのためにも人権尊重の精神は大切です。嬉しい言葉、

温かい言葉で包まれる学校でありたいと思っています。そのために、まず、教師の人権感覚を磨くこと、教師が

モデルになることが必要です。授業や活動を通して、子どものよさを見つけてほめる、ひとを大事にする言葉を

伝える等して、子どもたちの人権感覚をこれからも育てていきます。また、時には子どもたちが相手を傷つける

言葉を発したり行為をしたりすることもあります。そんなときは立ち止まって子どもと一緒に自分の言動につい

てふりかえる場をつくります。このように、学校生活全般が、よりよく生きるための学習材となります。 

－担当の話－ 

私が嬉しかったこと 

赤い羽根共同募金も手渡し、福

祉・共生の気持ちについて考え

ました。 

人権の詩の音読 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とともに歩む・創る 

 

 

 

１１月２２日(木) 

よっちゃん・ふみちゃんのスペシャル鍵盤パーティー 

 

講師：木次町在住 菅原 史子様 

本校保護者 名原 佳子様 

音楽の専門家であるお二人をお招き

し、スペシャル鍵盤パーティを開きまし

た。 

専門家の巧みな演奏技術は、一瞬にし

て会場を魅了しました。決していっぺん

に専門家になったわけではないこと、好

きだからこそ音楽を続けてきたこと、そ

のようなお話は、子どもの生き方モデル

ともなりました。最後には、会場内全員

で歌を歌い心地よい時間を閉じました。 

１１月２７日（火） 

三刀屋中学校１年生・三刀屋小学校６年生との交流会 

 

小学校から中学校への進学の際に生じやすい「心の垣

根」を少しでも低くして、中学校へ入学するために、交流

会を開き、本校は５・６年生が参加しました。 

当日は、中学１年生の実行委員がミニ運動会を企画して

くれ、運動をとおしてたくさんの仲間と心を通わせること

ができました。 

 
１２月３日(月)三刀屋町内保育園・こども園・小中学校 

－ お弁当の日の取組 自分でおにぎりをつくろう － 

 

 

 

１２月５日（水） 書き初め練習会 

鍋山地区 妹尾 福子様 富田 真樹様 星野 伝様を講師

にお招きし、書き初め練習会をしました。 

 

小さな手でしっかりと握ってきたおにぎり。いつもの昼食時間と違い、お互いのお弁当について情報交換をして

います。自分でつくったものは、とりわけおいしいものです。自然の恵み、食にかかわる全ての人に感謝。 

 

新年の伝統行事である書き初めの練習会をし

ました。長い画仙紙に向き合い、集中して筆を運

ぶ子どもの姿がありました。筆の持ち方・運び方

など細かいところまでご指導いただき、ありがと

うございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２/２ 土 三刀屋中学校新入生説明会 

６ 水 児童集会 1日公開日(縄跳び集会) 

１１ 月 建国記念の日 

１２ 火 理科読授業 土井美香子先生来校 

１３ 水 理科読授業 

１５ 金 市特別支援教育部 卒業おめでとうの

会 

２１ 木 ＰＴＡ委員会 １９：００ 

３/１ 金 サンキューフェスタ③④校時 

 ４ 月 分団会⑤校時 

１４ 木 ＰＴＡ鑑査会 

１８ 月 卒業式前日準備 

１９ 火 卒業式 

２１ 木 春分の日 

２２ 金 修了式・離任式 

 

２月・３月の主な行事 

※予定が変更になるときがございますので、ご承

知おきください 

 
 

各ご家庭・地域の皆様へ 

 
今年も躍動鍋山様の物心両面での温かいご支援・ご

協力のもと「放課後子ども教室」「みとやっこ祭りへの

参加」等、子どもたちの健全育成に地域を挙げて取り組

んでいただきましたことに厚くお礼申しあげます。 

 また、ＰＴＡの皆様には、ご多用の中、様々な教育活

動や環境整備にご理解とご協力をいただきました。 

また、わくわくお話隊の皆様はじめ、子どもたちの教

育活動に地域講師様としてかかわってくださった多く

の皆様に支えられて子どもたちは、楽しく充実した１

年を過ごすことができました。 

何度、感謝申しあげてもたりません。 

ありがとうございました。 

どうか、皆様方にはよい年をお迎えになられますよ

う、心よりお祈りいたします。 

２学期終業に寄せて 

 

２学期は授業日数７９日（台風のため臨時休業１

日）でしたが、あっという間に終わりの日を迎えまし

た。 

修学旅行、なべっこ運動会、バスケット大会、各種

コンクールへの参加、地域探検や陶芸、獅子舞、紙漉

などの本物体験、国語科校内研究、各種学校訪問など

大変充実した２学期でした。 

 

「人間の目は不思議な目 見ようという気持ちがな

いと見えない 

人間の耳は不思議な耳 聞こうという気持ちがない

と聞こえない」 

 

忙しい毎日を送っているとついつい周囲の状況が

単なる背景となって、自分の目に入らないことがあ

ります。 

そんなとき敢えて１つの視点をもって子どもたち

を見ることにしています。そうすると、今まであたり

まえだと感じていたことが愛おしく思えたり、今ま

で見えていなかったものに気づいたりすることがあ

り、自分自身に心の余裕がなかったなと反省します。 

 

ある時期に、朝掃除がありました。掃除時間になる

やいなや、職員室前廊下では、すでに子どもが雑巾を

もって長い廊下をふいています。 

「ありがとう。」 

私は、声をかけました。 

掃除の時間になって、掃除することは当たり前の

ことですが、冷たい水で廊下の雑巾がけをする子ど

もたちが愛おしく思えたのです。 

校舎内には、このような子どもがたくさんいるの

で、私は教職員に「ぜひ、ありがとうの言葉をかけて

やってください。」と伝えました。 

これからも、小さなこと、あたりまえのことに感謝

の気持ちを忘れずにいたいと 

思います。 

 

「平成もあと数ヶ月。戌から亥へバトンタッチ！新年シャッフル番組２０１９」雲南夢ネット放映日のお知らせ 

１月３日（木）~４日（金）両日６：００~２４：００まで、３時間毎に、本校学習発表会での「３・４年生

獅子舞」が放映されます。地域の皆様に支えていただいた学習です。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

亥 


